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　The 　genotoxjcity　of 　simultaneousely 　collec ！ed 　samples 　in　temn 　 of

total　s し匿spended 　partjculates　（quarts　ftlter　ex ロ act ）　 and 　gaseous
compone 瘢 Φ01y し匡rethalie 　fbam 　 extract ，　PUF 　 extract ）ush ユg　 a　high

volunle 　a 壬r　samp 十er　iロ s｛【mmer 　and 　Winter　at　eieverl　 sites （Hokkaido ，
Miyagi，　 Yamagata 　 Gunma ，　 Ibaraki，　 Tokyo ，　 Kanagawa ，　 Shizuoka，
Tottori、　Fukuoka，　and 　Kagoshima　prefectures）mJapan 　on 　20G7−2GOg
wa ヨ evaluat 巳d　 by　the　Luminesoence 　 metbod 　 using 　S．り．phimurium
TL210　Strain，　ln　summer ，山e　genotoxicity（without 　Sgmix）per　unit　air
vo 且ume 　at　the　Kanto　area 　was 　relatively　higher　thall　tha重at　others．　Alld
tlle　filter　extraots　was 　greatly　higher　w 重thout 　S9mtx　syseml 　in　winter
山 an　those　in　s  uner （in・tl】e 。ontrary，　PUF 　extra。ts　in　surnmer 　showed

highell　gemtoxioity　 than 　filter　 extracts ．　 With　Sgmix 　 system ，　 PUF

extracts 　showed 　h孟gher　thall　filter　extracts 　regardless 　of 　season ．　The
correlatlon 　 was 　 翠10t 　 observed 　between 　the 　genotoxicity　 and

mUtageniCity 　in　theSe　SampleS 、

国内 ll 地 点 に お け る夏季
・冬 季の 大 気粉 じん お よび ガ ス

状成分 の 発 光 ltMU 試 験 に よ る遺伝毒性 評価 （2007−2009年）
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　全 国 11地 点 （北海 道 、宮 城 、山形 、群馬、茨城 、東京、
神奈川、静岡、鳥取、福岡、鹿児島）に お い て 2007 年 か

ら 2009 年 に か け て 大気モ ニ タ リン グを 実 施 し た 。サ ン プ

リン グ は ハ イボ リウム エ ア
ー

サ ン プ ラ
ー

を用 い 、夏季 お よ

び 冬季に 計 4 回、大気粉 じん （フ ィ ル タ
ー

抽 出物）お よび

ガ ス 状 成分 （ポ リウ レ タ ン フ ォ
ーム （PUF ）抽 出 物 ）を 同

時採 取 した。採 取試 料 に つ い て 8 砂 ん謝 〃吻 們 TL210 を用

い た 発 光 〃砌 4 試 験 に よ り遺 伝毒性 を調べ た．
　大 気 の 遺伝 毒性 は 夏 季の 一Sgmix 系で は 比 較的関東地

方 で 高 い 活 性 が認 め られ た．：2008年 お よび 2009 年 冬 季の

一Sgmix 系で は活性 の 殆 ど が 大 気粉 じん だ っ た が、それ以

外 で は 大 気 粉 じ ん よ り もガ ス 状成分 で 強 い 活 性 を 示 す こ

とが 認 め られ た．大 気粉 じ ん お よび ガ ス 状成分 の 変異原 性

は 、夏季は ガ ス 状成分 が 高 ま り、冬季 に は 大 気粉 じ ん 成 分

が 高くな る 傾向に あ るが 、今 回 の 発 光 UlllU 試験に よ る遺

伝毒性 はそ れ と は 異 な る挙 動 を 示 して い た．
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　璽nthe 　present　study ．　 we 　examined 廿1e　genotoxic　 effects　 of　new

manufa 血 red　nanoparticles ，　MWCNT 　and 　mag 晒edte，　consldered 　to　be
useful 　 materials 　for　their　desirable　properties．　 ICR 　nlice 　were

intエ atracheally 　insdUed 晒tith　sil19麁e　doses　of　O、050r 　O．2　n19 〆body 　Qf

nanoparticles ．　Mice　were 　sacTificed 　after 　3　hr　instMation，　and 　DNA

dainage　activity　was 　anaiyzod 　by　cQmet 　assay ．血1　the　case 　Qf　the

positlve　control ，　crocidQlite ，　the　va ］ue 〔｝bserved　at　tile　low　dose　was

tWe 　tirnes　higher　tha　l　that　of　the　vehicle 　c。宙 ol．　whereas 　tle　val 巳e

observed 　 at　 the　high　 dose　 was 　 almos 竃 5times ，　 suggesting 　that

crocidolite 　showed 　strong 　DNA 　damage　activity．開 ten　MWCNT 　and

maglledte 　were 　instilled　into　the　mice ，　DNA 　damage　increased　ln　a

dose−dependellt　 manner ，　 and 　 values 　 at　tile　high　 dose　 were 　 about 　2−3
tirnes　higller血an　that　of　the　vehicle 　control ．　From 血 ese 　observations ．
it　is　suggested 　that　MWCN

’
T 　and 　magnetite 　demenstrate　DNA 〈laniage

in　lu【lgs 　of 　mice ，　however 　theirpotenCy 　wou ］d　not　be　as　strong 　as　that
of 　crocidoljte 、　Now ，　we 　are　analyzing 　the　mutagenic 　actlvity　j【コduced

by　these 　nanopartictes 　using 　gPt　delta　transgenlc　mlce 　ad 【nhustrated

with 　stngle　or 皿 ultiple　doses　of　O．2mg 〆body．

ナ ノ粒 子 に よ り誘発 され る ’η 卿 o 遺伝毒性
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　 各 種 医 薬 品 、商業 用 品 等 へ の 応 用 が 有 望 と され て い る多

層 カ ーボ ン ナ ノ チ ュ
ーブ （MWCNT ）とマ グ ネ タ イ トの in

viv σ 遺伝 毒 性 を 検討 した。被検 物 質（青 石綿、　 MWCNT 、
マ グ ネ タ イ ト）を 0．05お よび O．2mgtbody の 用 量 で ICR マ ウ

ス に単回気 管内 投与 を行 い 、3 時 間後 に 屠殺解剖 し て 肺 に

お け る DNA 損傷 を コ メ ッ トア ッ セ イ に よ り調 べ た ，そ の

結果、陽性 対 象 で あ る 青 石 綿の 低 用 量 群 に お い て は、溶 媒

対 照 群 に比 べ て 2倍 程 度、高用 量群 に お い て は 約 5 倍 の 上

昇 が認 め られ、強 い DNA 傷 害 性 が あ る こ とが 認 め られ た ．
．
屶 、MWCNT お よび マ グネ タ イ トを 投与 し た 場合 は 、

容 量 依 存性 は 認 め られ る もの の 、そ の DNA 傷害の 程度 は

高用 量群 に お い て 溶媒 対 象群 の 2− 3 倍 で あ り、コ メ ッ ト

ア ッ セ イ に おける DNA 傷害 は 青石 綿 よ り も弱い 事 が 分 っ

た。現在、こ れ ら ナ ノ マ テ リア ル を 0．2mg ！body の 用 量 で

gpt　deltaマ ウス に単 回 お よび 反 復 気 管 内 投 与 を 行 い 、肺 に

お け る 突 然 変 異 誘 発 頻 度 に つ い て 解 析 を行 っ て い る、，
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